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表 2.1: HTS衛星を運用する衛星事業者 (計画中を含む) 1
事業者名 国 主なHTS衛星 (打ち上
げ済）
主なHTS衛星（計画）
Arabsat アラブ諸国 Arabsat 5B, 5C Arabsat 6B
Avanti イギリス Hylas 1,2 Hylas 3,4
China Satcom 中国 - Chinasat 16
Direc TV アメリカ Direc TV 10,11,12,14 Direc TV 15
Eutelsat 欧州 KA-SAT, Eutelsat
25B,3B
Eutelsat 172B
Gazprom ロシア - Yamal 601
Hispasat スペイン Amazonas 3 Amazonas 5
Echo Star (HNS) アメリカ Spaceway 3, Echostar
17
Echostar 19




INSAT インド - GSAT-11






表 2.2: HTS衛星を運用する衛星事業者 (計画中を含む) 2






O3b イギリス O3b(全 12機) O3b(第二世代)
RSCC ロシア Ekspress AM5, AM6 Ekspress AM8
SES ルクセンブ
ルグ
Astra 2E, 2F, 2G SES 12, 14, 15, 16
Spacecom イスラエル AMOS 4 AMOS 6
Star One ブラジル - Star One D1
Thaicom タイ IPstar 1 -
Telesat カナダ Anik F2 Telstar 12 Vantage
Telenor ノルウェー - Thor 7
Turksat トルコ - Turksat 4B
Viasat アメリカ Wildblue, Viasat-1 Viasat-2, X
Visiona Brazil ブラジル - SDGC















A/D 分波器 合波器 D/A
A/D 分波器 合波器 D/A















































































































































































































Broadcasting-Return Channel via Satellite)を想定する．ゲートウェイにはNCC



















































































































































































































































































(1 ≤ j < k)















{(m− j)(N chi,(m−j) −N chi,(m−j+1))}. (3.13)
図 3.9に，チャネライザ搭載衛星でのトラヒック損失を示す．ベントパイプ衛星
𝐵































































































































チャネルの周波数帯域幅 (bw) [MHz] 1.6
ビーム i に割当てられた周波数帯域幅 (BWi) [MHz] 250
タイムスロット長 (ts)[ms] 2
スーパーフレーム長 (tsf )[ms] 640
ベントパイプ衛星によって割当てられるチャネル数 (n) 15
S/N 比 [dB] 6
要求チャネル数の平均 (µ) 10, 15

























































































































































































































































































































































































































ng = nfc + nfb . (4.10)
このとき，チャネライザに入力される信号の数がチャネライザのポート数と等し
くなるため，以下の式が成り立つ．











































































であり，(nuc +1)行目から (nuc + nub)行目までがベントパイプ中継される信号と
なる．同様に，ビーム iからGW jへのトラヒックに割当てるチャネル数 chufij と
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µmax − µmin + 1
)







chuuij ≤ dij, (i = 1, 2, . . . , nuc + nub , j = 1, 2, . . . , nb) (4.26)
chfuij ≤ dij, (i = 1, 2, . . . , nfc + nfb , j = 1, 2, . . . , nb) (4.27)












数 dijが図 4.7で示す範囲で発生するものとする．dijの最大値は µ+∆µであり，
最小値は µ−∆µとなる．また，この範囲内での発生確率は一定であるものとし
た．上記の関係を集合Dで表現すると以下のように表すことができる．
D = {dij|µ−∆µ ≤ dij ≤ µ+∆µ, dij ∈ N}. (4.29)
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GWiに割当てられたフィーダリンク用の周波数帯域幅 (アップリンク) BW i
FU
ビーム iに割当てられたユーザリンク用の周波数帯域幅 (アップリンク) BW i
UU

















GWiに割当てられたフィーダリンク用の周波数帯域幅 (ダウンリンク) BW i
FD
ビーム iに割当てられたユーザリンク用の周波数帯域幅 (ダウンリンク) BW i
UD








ビーム iからビーム jへのトラヒックに割当てるチャネル数 chuuij
ビーム iからGW jへのトラヒックに割当てるチャネル数 chufij
























































































































































































表 4.4: ハイブリッド型中継器の柔軟性解析におけるパラメータ設定 2
Case
1 2 3 4
µ 5-15 5-15 8 5






































































図 4.16: Case2(∆µ = 5)
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図 4.17: Case3(µ = 8)






































































































































































{n(Nclu·i+1) + n(Nclu·i+2) + . . .+ n(Nclu·i+Nclu)} ≤ W.






































































































































































を評価する．図 5.9に示すように，本解析の要求範囲はピーク数が 1から 10，標


























ウィンドウ長 (W ) 12













































































よって達成される伝送レートを示し，図 5.15に増幅器数が 10，標準偏差が 6の場
合の各ビームの要求レートと割り当てたタイムスロットによって達成される伝送
レートを示す．図 5.13の例では増幅器が 50あるため，1クラスタに含まれるビー























































































図 5.16: 標準偏差が 6の場合のスループット　
が 50と 20の場合では総要求レートである 3Gbpsを達成している．また，増幅器





























































































■ 第 1章 本研究の背景，及びその目的について述べ，本研究分野の重要性に
ついて述べた．
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